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介護の魅力と価値を高めるのはあなたです

ト
ッ
プ
は
も
ち
ろ
ん
現
場
リ
ー
ダ
ー
も

「
経
営
感
覚
」な
く
し
て
明
日
は
な
い
！

介
護
事
業
者
の
倒
産
件
数
が
過
去
最
悪
ペ
ー
ス
―
―
信
用
調
査
会
社
が
発
表
し
た
デ
ー
タ
が
、
介
護
業
界
の
み
な
ら
ず
社
会
全
体

に
衝
撃
を
与
え
て
い
る
。超
高
齢
化
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
拡
大
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
で
あ
る
事
業
者
の
経
営

不
振
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
か
ら
だ
。ど
う
し
て
こ
う
な
っ
て
い
る
の
か
。そ
し
て
、「
介
護
福
祉
経
営
士
」が
果
た
す
役
割
と
は
―
―
。

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
の
集
計

に
よ
る
と
、
２
０
１
５
年
１
～

10
月
の「
老
人
福
祉
・
介
護
事

業
」の
倒
産
は
62
件
に
達
し
た
。

介
護
保
険
法
が
施
行
さ
れ
た
２

０
０
０
年
以
降
、
過
去
最
悪
の

ペ
ー
ス
で
あ
る
。

年
次
推
移
の
グ
ラ
フ（
図
１
）

の
と
お
り
、
近
年
の
倒
産
件
数

は
高
止
ま
り
し
て
い
る
が
、
過

去
２
年
間
は
そ
れ
ぞ
れ
54
件

だ
っ
た
の
で
、
す
で
に
そ
の

ペ
ー
ス
を
上
回
っ
て
い
る
。

「
小
規
模
」「
新
規
参
入
」で

倒
産
件
数
が
増
加

も
う
少
し
詳
し
く
み
る
と
、

負
債
総
額
は
54
億
２
５
０
０
万

円
で
、
前
年
同
期
に
比
べ
る
と

11
億
４
２
０
０
万
円
下
回
っ
て

い
る
。
負
債
を
10
億
円
以
上
抱

え
た
大
型
倒
産
が
ゼ
ロ
だ
っ
た

の
に
対
し
、
負
債
５
０
０
０
万

未
満
が
42
件
で
前
年
同
期
比

１
・
５
倍
に
増
え
て
い
る
。
従

業
員
数
別
で
み
る
と
、
５
人
未

満
が
41
件（
前
年
同
期
比
86
・

３
％
増
）。
つ
ま
り
小
規
模
、

零
細
規
模
の
事
業
者
の
倒
産
が

多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
業
歴
別
で
は
、
２
０
１

０
年
以
降
に
設
立
し
た
事
業
所

が
35
件
。
つ
ま
り
、
設
立
５
年

以
内
の
比
較
的
新
し
い
事
業
者

が
約
６
割
を
占
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
傾
向
を
踏
ま
え

て
、
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
情
報

本
部
で
は
次
の
よ
う
に
分
析
す

る
。

「
超
高
齢
社
会
の
有
望
業
種
と

し
て
期
待
さ
れ
、
将
来
性
を
見

込
ん
で
新
規
参
入
が
相
次
い

だ
。
し
か
し
、
こ
こ
に
き
て
倒

産
が
右
肩
上
が
り
で
増
加
し
て

い
る
背
景
に
は
、
介
護
事
業
へ

の
熱
意
は
あ
っ
て
も
、
経
営
は

ま
っ
た
く
の
素
人
で
経
営
能
力

に
欠
け
る
事
業
者
が
少
な
く
な

い
こ
と
が
一
番
だ
ろ
う
」

こ
の
ほ
か
、
本
業
不
振
の
穴

埋
め
や
経
営
多
角
化
を
め
ざ
し

異
業
種
か
ら
安
易
に
新
規
参
入

し
た
が
、
過
剰
投
資
に
な
っ
た

り
、
勝
手
の
違
う
業
種
で
経
営

に
苦
慮
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が

見
受
け
ら
れ
る
と
指
摘
す
る
。

な
お
、
業
種
別
で
は
、「
訪

問
介
護
事
業
」が
25
件（
同
19
・

０
％
増
）。「
通
所
・
短
期
入
所

介
護
事
業
」が
24
件（
同
１
１

８
・
１
％
増
）で
続
く
。

ヒ
ト・モ
ノ・カ
ネ
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
須

高
齢
者
数
が
増
え
て
お
り
、

“
追
い
風
”が
吹
い
て
い
る
は
ず

の
介
護
業
界
で
、
な
ぜ
経
営
状

況
が
悪
化
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

原
因
を
探
る
ヒ
ン
ト
は
、
上

場
す
る
介
護
企
業
各
社
の
経
営

状
況
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
２

０
１
５
年
３
月
期
の
決
算
を
み

る
と
、ほ
と
ん
ど
の
企
業
で「
増

収
減
益
」、
つ
ま
り
売
り
上
げ

が
増
え
て
い
る
の
に
利
益
が

減
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の

理
由
は
大
き
く
２
つ
あ
る
。

一
つ
は
人
件
費
の
増
加
。
近

年
の
景
気
回
復
に
伴
い
、
介
護

分
野
の
人
材
確
保
は
深
刻
で
あ

る
。
介
護
業
界
内
だ
け
で
な
く

他
産
業
と
の
争
奪
戦
に
な
っ
て

お
り
、
人
件
費
は
上
昇
し
、
求

人
費
用
も
か
さ
ん
で
い
る
。

も
う
一
つ
は
建
築
コ
ス
ト
の

高
騰
だ
。
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住

宅
等
は
、先
行
投
資
が
か
さ
む
。

拠
点
増
を
図
ろ
う
と
し
て
、
か

え
っ
て
収
益
を
圧
迫
し
て
い
る

例
が
増
え
て
い
る
。

結
果
、「
拠
点
を
新
設
し
た

の
に
職
員
が
足
り
ず
、
利
用
者

を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」と
い

う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
要
因
に
よ
る
収
益
改

善
の
遅
れ
は
、
規
模
が
小
さ
な

事
業
者
ほ
ど
経
営
悪
化
に
つ
な

が
り
や
す
い
。

そ
れ
で
は
今
後
、
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
生
き
残
っ
て
い
け
る

の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
も
っ
と

も
肝
心
な
経
営
資
源
で
あ
る

「
人
材
」が
減
少
し
て
い
る
な
か

で
、「
確
保
」だ
け
で
な
く
、
い

か
に「
定
着
」「
育
成
」に
取
り
組

む
か
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
い

る
。
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
よ
う
な

教
育
研
修
や
人
事
制
度
の
工
夫

は
、
事
業
所
ご
と
の
離
職
率
の

格
差
を
広
げ
る
だ
ろ
う
。

合
わ
せ
て
拠
点
拡
充
と
、
先

行
投
資
や
人
件
費
な
ど
の
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト
を
踏
ま
え
た
事
業

計
画
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重

要
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
必
要
な
の
は
、

「
ヒ
ト
」「
モ
ノ
」「
カ
ネ
」の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に「
介
護
は
プ
ロ
、
経

営
は
素
人
」で
は
乗
り
切
れ
な

い
時
代
と
な
っ
て
い
る
。

｢

介
護
も
経
営
も
プ
ロ｣

の

事
業
者
に
生
ま
れ
か
わ
る
た
め

に
は
、
ト
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、

中
堅
層
あ
る
い
は
現
場
リ
ー

ダ
ー
の
人
々
も「
経
営
感
覚
」を

磨
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

倒
産
件
数
が
過
去
最
多
ペ
ー
ス
！　

理
由
は
な
ぜ
？
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介護福祉経営士
２級資格認定試験準拠
介護福祉経営士テキスト
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セット価格：23,660円（税込）

［発行元］ 株式会社日本医療企画
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第9回「介護福祉経営士2級」資格認定試験
●主催：一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会

2月21日（日）実施
2016年

エントリー12月1日スタート！
●試験時間／60分
●出題問数／40問
●出題形式／多肢選択式・マークシート記入
●受 験 料／8,000円（税込）
●受験要件／年齢、学歴、国籍等の制約はありません

　（成年被後見人および被保佐人でないこと）

●試験科目
[介護福祉経営学　基礎Ⅰ]
介護福祉政策概論、介護福祉経営史、
介護福祉関連法規、介護福祉の仕組み、
高齢者介護と介護技術の進歩、
介護福祉倫理学
[介護福祉経営学　基礎Ⅱ]
医療を知る、介護報酬制度／
介護報酬請求事務、介護福祉産業論、
多様化する介護福祉サービス

試験のお申し込み・お問い合わせ・資料請求はウェブで … http://www.nkfk.jp/
会場：札幌・仙台・東京・名古屋・金沢・大阪・福岡・沖縄（予定）ほか
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図1  老人福祉・介護事業の倒産  年次推移

図2  負債額別倒産状況

図3  従業員数別倒産状況
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地
域
の
再
構
築
を
図
る
た
め
に

「
お
互
い
様
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」の
実
現
を
め
ざ
す

受
験
者
に
も
紹
介
者
に
も
特
典
！

「
介
護
活
力
創
造
隊
員
」募
集
中

日
本
介
護
福
祉
経
営
人
材
教

育
協
会
九
州
支
部
は
、
10
月
10

日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ジ
ア
ン
・

エ
イ
ジ
ン
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
理
事
長
の
小
川
全
夫
氏

（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）を
講
師

に
迎
え
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
エ

イ
ジ
ン
グ
の
ス
ス
メ
」を
テ
ー

マ
に
研
究
会
を
開
い
た
。

同
団
体
は
、
産
学
公
が
連
携

し
、
①
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
福
岡
市

に
お
い
て
モ
デ
ル
的
に
実
現
す

る
、
②
ア
ジ
ア
地
域
で
エ
イ
ジ

ン
グ（
高
齢
化
）の
問
題
に
取
り

組
む
人
々
と
の
連
携
や
そ
の
活

動
の
協
力
支
援
を
行
う
、
③
わ

が
国
や
ア
ジ
ア
地
域
で
こ
れ
か

ら
必
要
と
な
る
新
た
な
エ
イ
ジ

ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス
を
開
発
す
る
こ

と
を
通
じ
て
、
ア
ジ
ア
諸
国
の

共
通
課
題
で
あ
る
高
齢
化
問
題

の
解
決
に
寄
与
す
る
─
─
こ
と

を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

小
川
氏
は
、
さ
ら
に
、「
お

互
い
様
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」を
提

唱
、
地
域
の
再
構
築
を
図
る
仕

組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
研
究
を

続
け
て
い
る
。

講
演
で
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界

保
健
機
関
）に
よ
る
健
康
の
定

義
は
心
身
だ
け
で
は
な
く「
社

会
的
」に
良
好
な
状
態
も
含
ん

「
介
護
福
祉
経
営
士
」
の
意

義
・
役
割
に
賛
同
し
、
受
験
者

拡
大
に
協
力
し
て
く
だ
さ
る

「
介
護
活
力
創
造
隊
」の
隊
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

「
介
護
活
力
創
造
隊
員
」に
登

録
す
る
と
、
隊
員
か
ら
紹
介
を

受
け
た
方
が『
優
待
特
別
申
込

書
』で「
介
護
福
祉
経
営
士
２

級
」資
格
認
定
試
験
に
受
験
を

申
し
込
ん
だ
場
合
、
①
受
験
者

申
込
者
に
は
受
験
料
を
割
引

き
、
②
隊
員
に
は
１
人
ご
紹
介

い
た
だ
く
ご
と
に
薄
謝
を
進
呈

い
た
し
ま
す
。

今
ご
登
録
い
た
だ
く
と
、
12

月
１
日
よ
り
受
験
申
込
が
始
ま

る
第
９
回「
介
護
福
祉
経
営
士

２
級
」資
格
認
定
試
験（
２
０
１

６
年
２
月
21
日
実
施
）よ
り
活

動
い
た
だ
け
ま
す
。

周
り
に「
介
護
福
祉
経
営
士
」

の
受
験
を
考
え
て
い
る
方
が
い

る
、ま
た
は「
介
護
福
祉
経
営
士
」

を
勧
め
た
い
と
考
え
て
い
る
方

は
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

ご
登
録
方
法
等
詳
細
に
つ
い

て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

「
介
護
活
力
創
造
隊
」
事
務
局

（
㈱
日
本
医
療
企
画　

教
育
事

業
開
発
・
推
進
部
内
）

電
話
０
３
─
３
２
５
６
─

２
８
６
３

で
い
る
こ
と
を
強
調
し
、「
高

齢
者
を
支
援
の
受
け
手
で
は
な

く
、
担
い
手
と
す
る
べ
く
、
地

域
に
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
場

を
増
や
す
こ
と
が
今
後
の
地
域

づ
く
り
の
鍵
に
な
る
。『
お
互

い
様
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』を
実
現

す
る
こ
と
が
社
会
保
障
費
の
削

減
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
」と

語
っ
た
。

ま
た
、「
介
護
事
業
者
は
要

介
護
高
齢
者
だ
け
を
視
野
に
事

業
を
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域

づ
く
り
・
人
づ
く
り
ま
で
視
野

を
広
げ
る
こ
と
で
新
た
な
事
業

展
開
も
可
能
と
な
る
」と
助
言

九
州
支
部
に
て
研
究
会
を
開
催

し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
参
加
者
の

一
人
は
、「
地
域
に
対
し
て
何

を
す
べ
き
か
、
ど
の
よ
う
な
事

業
を
す
べ
き
か
を
模
索
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
。
介
護
福
祉

経
営
士
の
役
割
と
し
て
、
こ
の

点
を
皆
で
議
論
し
た
い
」と
提

案
。
参
加
者
の
間
で
、
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
。

2015年12月20日（日）
「介護福祉マネジメント基礎講座」

初の開講決定！
　一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会は、2015年12月20日（日）に「介護福祉マネジメ
ント基礎講座」の開講を決定した。同講座の対象は、介護施設・事業所の職員を想定し、介護現場
においてマネジメントの視点を加えることで、現場の改善を図り、質の高いサービスを効率的に提供
する意識を養う。また、利用者満足度の高いサービスの仕組みづくりにつなげることが期待できる。
　同講座は、テーマごとに講義とグループワークを中心に実施し、講座を修了した人には、同協会よ
り「修了証」を発行する。

「介護福祉マネジメント基礎講座」のカリキュラム（予定）
科目 講義内容 グループワークのテーマ例

【第 1 部】
9:30 ～ 11:30 介護の本質を考える

・介護職の誇りと責任
・介護人材の職業観
・自己成長の喜び

・「幸せな生き方」「幸せな老い方」とは？
・良い介護サービスとは？

…など

【第２部】
12:30 ～ 14:30 マネジメントの基礎を学ぼう

・介護経営に必要な6つの要素
・リーダーシップとは
・社会に貢献する組織をつくるために

・ドラッカーの「5つの質問」に答えてみよう
・理念、ビジョンを共有するためどうす

ればいいか？　　　　　　 …など

【第 3 部】
15:00 ～ 17:00

高齢化と介護サービス市場

・高齢化の進展と介護サービス市場
・地域包括ケアと地域での役割
・介護人材の確保の方策

・自分の会社・法人が地域包括ケア
で求められる役割とは？

・介護の仕事の魅力、誇れる部分と
はどのようなものか　　　　…など

介護福祉事業の基礎知識
・介護保険制度のしくみ
・介護経営の資源
・介護福祉における行政機関の役割

・自分の会社・法人の経営の課題と、
今後めざす方向性とは？

…など

【日　時】 平成25年12月20日　9:30～17:00
【会　場】 日本医療企画「もとみやセミナールーム」（東京都千代田区神田東松下町17　もとみやビル3階）
【講　師】 馬場　博 氏（一般社団法人C.C.netチーフアドバイザー）
【受講料】 8,000円（消費税、教材費含む）

【事務局】　一般社団法人 日本医療経営実践協会　☎０３-５２９６-１９３３　E-mail：info@jmmpa.jp

一般社団法人日本医療経営実践協会　創立５周年記念シンポジウム

医療経営士の存在意義と新たな使命
――現場主導型マネジメントの確立を目指して

平成27年12月7日（月）平成27年12月7日（月） プログラム（一部）

検  索検  索
c

医療経営士誕生
5周年年！

祝
医療経営士誕生
5周年！！

会場 ： ステーションコンファレンス万世橋４Ｆ
〒101-0041 東京都千代田区神田須田町1-25　JR神田万世橋ビル4F

【特別講演】

医療制度改革と地域包括ケア
唐澤　剛（厚生労働省保険局保険局長）参加料（会員および会員申請中）

シンポジウム 13：00～18：00 
懇 親 会 18：15～20：00  3,000円（税込）

【基調講演】

医療経営士が巻き起こすイノベーションと現場力
――2025年に向けた新たなる挑戦と創造
川渕 孝一（東京医科歯科大学大学院医療経済学分野教授　一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会理事）

無 料
介護福祉経営士
正会員も参加

アクティブ・エイジングの考えに共感し、新事業について議論が交わされた
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「介護福祉経営士2級」
過去問にチャレンジ！ 問題
問題　対人援助職に共通する倫理と原則について、以下の選択肢のうち、正しいも

のの組み合わせを1つ選びなさい。
ア　ヒポクラテスの誓いには、現代の対人援助で重要とされる秘密保持に関

する記載はない。
イ　援助者は、クライエントに対し可能な限り利益になるような援助を行うよ

う努めなければならない。
ウ　援助者は、すべてのクライエントに公平で平等な機会が与えられるように

配慮しなければならない。
エ　援助者は、援助行為がクライエントにとっては時に危害となり得ることを

認識し、可能な限り危害を最小限にするよう努力する。
オ　援助者は、必ずクライエントが望んでいる援助を行わなければならない。

［選択肢］
　　ア　イ　ウ　エ　オ
①　○　○　×　○　○
②　×　○　○　○　×
③　○　○　○　○　×
④　×　×　○　×　○
⑤　○　○　×　○　×

Key
Word
Key
Word 「介護離職ゼロ」
「アベノミクス」の第2ステージとして安倍首相が打ち出し

た「新3本の矢」。第1の矢は、「希望を生み出す強い経済」
（GDP600兆円）。第2の矢は、「夢をつむぐ子育て支援」
（出生率1.8）。そして、第3の矢が、「安心につながる社会保
障」（介護離職ゼロ）です。 

安倍首相は、仕事と介護の両立は大きな課題であり、「介護
離職ゼロ」という明確な旗を掲げたいとの考えを示しました。

介護離職とは、要介護状態になった親の介護のために離
職することを言います。総務省の調査によると、介護離職者
は、年間10万人に達しており、働きながら介護をする人も約
240万人に上るとされています。

超高齢社会が進展するなか、平成27（2015）年には、1
人の高齢者を2.3人の現役世代（15～64歳）が支えていた
のに対し、平成62（2050）年には1.3人で支えることになりま
す。ちなみに介護保険制度が施行された平成12（2000）年
には3.9人で支えていました。

介護保険制度は、少子高齢化、核家族化、高齢者単独世
帯の増加、女性の社会進出等、家族による介護が困難な社
会状況に対し、社会全体で支え合うしくみとして創設されまし
た。介護離職は、社会全体で支え合う介護保険制度の理念

とは真反対のものです。
安倍首相は、「介護離職ゼロ」を目指して、介護施設の整

備や介護人材の育成を進め、在宅介護の負担を軽減し、仕
事と介護が両立できる社会づくりを進めていきたいと述べまし
た。これを受け政府は、首都圏で不足する特別養護老人ホー
ム等の介護施設を増やすために、国有地を貸し出す方針を即
座に打ち出すなど、施設整備と人材確保の施策を推進してい
くことでしょう。

しかし、介護の現場からは、施設を増設しても慢性的な人材
不足の状況が解消されなければ、十分なケアは提供できず、
現場の職員が更に疲弊するとの懸念が多く示されています。
介護職員数もまた、平成22（2010）年度の133.4万人から、
平成37（2025）年度には100万人増の237～249万人が
必要と推計されています。

介護職員が安心して仕事を続けられる就労環境を整備しな
ければ、つまり「介護職員の離職ゼロ」が達成されてこそ、「介
護離職ゼロ」が実現すると考えられます。そのためにも、何より
も国民全体が介護保険制度の理念に立ち返り、高齢者を社
会全体で支えるという意識をあらためて共有することが重要と
なるのではないでしょうか。

介護の価値を学ぶことで「教え方」が上達する

介
護
福
祉
分
野
の
教
育
指
導

者
を
養
成
・
育
成
す
る
一
般
社

団
法
人
介
護
福
祉
指
導
教
育
推

進
機
構
が
開
催
す
る「
介
護
福

祉
教
育
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」養
成

講
座
は
、
人
間
性
・
社
会
性
を

磨
く
た
め
の
教
育
が
で
き
る
人

材
の
育
成
を
目
的
と
し
、
受
講

者
は
２
日
間
の
日
程
で
介
護
福

祉
教
育
の
本
質
を
学
ぶ
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
左
図
参
照
）

の
特
長
は
、
講
義
を
た
だ
聞
く

の
で
は
な
く
、
事
前
に
読
み（
事

前
学
習
）、
聞
き（
座
学
講
義
）、

話
し
合
い（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）、

ま
と
め
る（
レ
ポ
ー
ト
作
成
）と

い
う
多
面
的
な
学
習
法
に
よ
っ

て
、
よ
り
理
解
を
深
め
、
ス
キ

ル
を
高
め
る
こ
と
に
あ
る
。

講
師
は
同
機
構
代
表
理
事
で

あ
り
、
日
本
生
活
支
援
学
会
会

長
の
黒
澤
貞
夫
氏
。
黒
澤
氏
が

介
護
福
祉
分
野
に
60
年
携
わ
る

な
か
で
掴
み
と
っ
た
介
護
の
本

介
護
福
祉
分
野
の
教
育
の
質
を
高
め
る

た
め
に
、
あ
ら
た
め
て
「
介
護
の
本
質
」

に
つ
い
て
学
び
、
語
り
合
う

質
に
つ
い
て
、
哲
学
や
宗
教
を

か
ら
め
て
受
講
者
に
語
り
か
け

る
。
教
育
・
研
修
に
関
し
て
は
、

「
い
か
に
自
分
が
持
っ
て
い
る

も
の
を
伝
え
た
い
か
」と
い
う

思
い
の
強
さ
が
重
要
で
あ
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
る
。

次
に
座
学
講
義
で
掲
げ
ら
れ

た
テ
ー
マ
を
も
と
に
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
る
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
役
を
中
心
に
意
見
交
換
・

調
整
を
行
い
、
１
テ
ー
マ
ご
と

に
グ
ル
ー
プ
の
意
見
を
発
表
。

異
な
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

持
つ
受
講
者
に
よ
る
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
は
熱
気
を
増
し
、

休
憩
を
取
ら
ず
に
議
論
し
続
け

ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

他
の
事
業
所
や
施
設
の
教
育
方

法
を
聞
い
た
受
講
者
か
ら
は

「
感
動
し
た
」な
ど
の
声
も
上
が

る
な
ど
、
受
講
者
同
士
の
交
流

の
き
っ
か
け
の
場
と
も
な
る
。

事
後
学
習
と
し
て
は
、
事
前

学
習
、
講
義
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
学
習
し
た
こ
と
と

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
の
レ

ポ
ー
ト
を
ま
と
め
る
。
こ
れ
ま

で
の
レ
ポ
ー
ト
に
は
講
師
へ
の

感
謝
の
言
葉
と
と
も
に
、「
介

護
の
本
質
を
再
認
識
で
き
た
」

「
介
護
教
育
を『
言
語
化
』し
て

い
く
重
要
性
を
感
じ
た
」「
同
じ

志
を
持
つ
仲
間
が
で
き
て
う
れ

し
い
」な
ど
が
記
さ
れ
た
。

講
座
は
本
年
４
月
よ
り
全
国

各
地
で
開
催
し
61
名
が
受
講（
10

月
現
在
）。受
講
者
の
勤
務
先
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
39
％

と
ト
ッ
プ
。
次
い
で
、
介
護
職

員
養
成
事
業
所
、
社
会
福
祉
法

人
が
18
％
、
大
学
・
専
門
学
校

15
％
と
な
っ
た
。
受
講
の
動
機

は
、「
自
身
の
ス
キ
ル
を
高
め
た

い
」が
32
％
と
最
も
多
く
、
そ
れ

に
次
い
で
、「
部
下
の
指
導
に
活

か
す
」20
％
、「
講
師
を
目
指
す
」

11
％
が
続
く
。

一
般
社
団
法
人 

介
護
福
祉
指

導
教
育
推
進
機
構　

事
務
局
： 

０
３
─
３
５
２
６
─
５
５
３
１

「介護福祉教育エキスパート」養成講座

一般社団法人介護福祉指導教育推進機構

第3回介護福祉経営士2級資格認定試験
（2014年2月16日実施）
※解答＆解説は4面に掲載しています。

「介護福祉教育エキスパート」養成講座
受講生募集

講座内容

黒澤貞夫

第1日目（4時間）　※午後から開催
【第1部：介護とは】
第2日目（8時間）
【第2部：介護専門職としての職業観】
【第3部：介護における教育者像】

講師紹介

 会場名 第１日 第２日

 東京会場 2016年3月19日（土） 2016年3月26日（土）

受講対象
介護職員初任者研修教員、実務者研修教員、介護福祉士養成教員、介護現場の研修担当者等、介護福祉分
野のすべての教育・指導に係る方を対象とします。

主催：一般社団法人介護福祉指導教育推進機構 お問い合わせ・資料請求はウェブへhttp://kaigo-education.jp

経営の一翼を担う栄養管理のエキスパート

■体裁：各巻Ｂ５判／100～160項　■定価：各巻2,500円＋税
■総監修／宮澤　靖（一般社団法人日本栄養経営実践協会代表理事／近森病院臨床栄養部部長）

第1巻

第2巻

第3巻

第4巻

第5巻

第６巻

病棟業務管理  不要な絶食患者ゼロをめざす病棟業務マネジメント  
―栄養部門が経営の一翼を担う―

真壁　昇
（関西電力病院疾患栄養治療センター） 
大谷　幸子
（淀川キリスト教病院栄養管理課課長） 
宮澤　靖
（近森病院臨床栄養部部長） 
山下　茂子
（熊本県立大学環境共生学部非常勤講師） 
秋山　和宏
（東葛クリニック病院副院長） 
吉田　貞夫
（沖縄メディカル病院あがりはまクリニック院長） 

コスト管理  ビジョンの実現に向けたコストマネジメント  
―業務の選択と集中で患者満足度を高める―
組織マネジメント  栄養部門の存在意義を高めるリーダーシップ  
―専門職としての使命を全うできる環境づくり―
人材教育マネジメント  自ら考え行動する人材の育成と目標管理  
―鉄は熱いうちに打たなければならない―
多職種協働コミュニケーション  チーム医療を成功させるコミュニケーション  
―人と組織、そして地域をつなぐ連携の要―
病態栄養  臨床スキルアップのための病態把握と栄養ケア  
―病態の理解なくしてチーム医療に参画はできない―

発行：株式会社日本医療企画　お申し込み、お問い合わせはウェブへhttp://www.jmp.co.jp/

栄養経営士
テキストシリーズ（全６巻）

受 講 料 28,620円（税込）※課題図書をお持ちでない方
27,000円（税込）※課題図書をお持ちの方

一般社団法人介護福祉指導教育推進機構代表理事、
日本生活支援学会会長

瀬戸恒彦
一般社団法人介護福祉指導教育推進機構監事、
公益社団法人かながわ福祉サービス振興会理事長

同講座は、介護福祉教育の基本について学び、人間性・社会性を磨くための教育ができる人材を育成することを目的としています。

管理栄養士のための新資格“栄養経営士”
養成テキストシリーズ創刊！

「介護福祉教育エキスパート」
養成講座

グループワーク後、参加者全員の発表（40分）+
まとめ講義（20分）

テキスト『介護福祉教育原論』の精読

オリエンテーション30分
第1日目
（4時間） 第1部：介護とは

※休憩時間含む

※休憩時間含む

第2日目
（8時間）

座学講義90分+グループワーク60分+
「まとめレポート」作成30分

座学講義90分+グループワーク60分+
「まとめレポート」作成30分

事後課題レポート（1,600～2,000字）を作成し提出

座学講義90分+グループワーク60分+
「まとめレポート」作成30分

第2部：介護専門職としての職業観

第3部：介護における教育者像

2日間の振り返り

事前学習

事後学習

受講料
●27,000円（税込）・・・テキストをお持ちの方
●28,620円（税込）・・・テキストをお持ちでない方
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「介護福祉経営士2級」
過去問にチャレンジ！
【解答】 ②

【解答・解説】

×ア　ヒポクラテスの誓いに「医に関する

と否とにかかわらず他人の生活につ

いて秘密を守る」と記されている。

○イ　設問のとおり。生命倫理（バイオエ

シックス）の４原則における善行原則

についての記述である。最善を尽く

し、クライエントに利益をもたらすこ

とが重要とされる。

○ウ　設問のとおり。生命倫理（バイオエ

シックス）の４原則における公平原則

についての記述である。

解答 解説&

九
州
支
部

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
義
務
化
に

向
け
事
業
所
と
し
て
準
備
す
べ

き
ポ
イ
ン
ト
を
解
説

九
州
支
部
は
９
月
12
日

（
土
）、「
介
護
労
働
者
の
安
全

と
衛
生
─
─
今
年
12
月
よ
り
、

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
義
務
化
が

ス
タ
ー
ト
」を
テ
ー
マ
に
研
究

会
を
開
催
。「
介
護
福
祉
経
営

士
２
級
」正
会
員
の
高
木
乃
土

香
氏（
社
会
保
険
労
務
士
・
社

会
保
険
労
務
士
事
務
所
Ｈ
Ｉ
Ｋ

Ａ
Ｒ
Ｉ
）を
講
師
に
迎
え
た
。

本
年
12
月
よ
り
施
行
さ
れ
る

「
労
働
安
全
衛
生
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律（
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
義
務
化
）」は
、
従
業

員
数
50
人
以
上
の
す
べ
て
の
事

業
所
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の

実
施
を
義
務
付
け
る
も
の
。
こ

れ
に
よ
り
、
事
業
者
は
、
全
従

業
員
へ
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

を
実
施
し
た
上
で
、
必
要
に
応

じ
て
医
師
の
面
接
や
職
場
環
境

の
改
善
な
ど
の
対
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

講
師
を
務
め
た
高
木
氏
は
、

介
護
施
設
や
障
害
福
祉
施
設
の

創
業
支
援
か
ら
労
務
相
談
ま
で

多
岐
に
わ
た
る
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
る
社
会
保
険
労
務
士

だ
。

講
義
で
は
、
制
度
が
導
入
さ

れ
た
背
景
や
、
衛
生
委
員
会
の

設
置
、
面
接
指
導
を
行
う
医
師

の
確
保
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

の
結
果
の
取
り
扱
い
な
ど
事
業

者
が
準
備
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を

て
い
ね
い
に
解
説
。

さ
ら
に
、
事
業
者
が
従
業
員

の
高
ス
ト
レ
ス
を「
う
つ
病
」と

捉
え
て
退
職
勧
奨
に
つ
な
げ
る

よ
う
な
、
労
働
者
に
と
っ
て
不

利
益
と
な
る
扱
い
は
禁
止
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
は
労
働
者
の

同
意
な
く
取
得
で
き
な
い
こ
と

な
ど
を
挙
げ
、注
意
を
促
し
た
。

参
加
者
か
ら
は「
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
業
務
を
外
部
委
託
で

き
る
の
か
」と
い
っ
た
質
問
が

出
た
が
、
高
木
氏
は「
外
部
委

託
は
可
能
だ
が
、
自
事
業
所
に

あ
っ
た
独
自
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目

を
作
成
す
る
こ
と
で
職
場
環
境

の
改
善
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

義
務
化
を
面
倒
な
こ
と
と
捉
え

ず
、
職
場
環
境
を
よ
り
良
く
す

る
好
機
と
し
て
前
向
き
に
準
備

を
進
め
て
ほ
し
い
」と
ア
ド
バ

イ
ス
し
た
。

　セミナー案内

地域支部
セミナー・勉強会・研究会のご案内
日本介護福祉経営人材教育協会の地域支部では、介護福祉経営を学びたい方のスキル
アップを応援するセミナー・勉強会・研究会を開催している。近日行われるセミナー・
勉強会・研究会は下記の通り。

■北海道支部／2015年10月16日（金） 〜全6回　ミドルマネジャー養成ゼミ（応用編）

■関 東 支 部／2015年11月28日（土） 志が伝わる介護事業所づくり

■関 西 支 部／2015年11月28日（土） 介護福祉経営士・医療経営士合同研究会

■九 州 支 部／2015年 8 月29日（土） 〜全６回　介護経営塾

詳細は協会ホームページからご確認ください。 ⇒ http://www.NKFK.jp

新たな地域医療の
実現を目指して

医療経営士が集結
一般社団法人日本医療経営実践協会

第
４
回「
全
国
医
療
経
営
士
実
践
研
究
大
会
」金
沢
大
会

一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
経

営
実
践
協
会
は
10
月
31
日

（
土
）、
11
月
１
日（
日
）、
石
川

県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

で
、
第
４
回「
全
国
医
療
経
営

士
実
践
研
究
大
会
」（
大
会
運
営

委
員
長
：
社
会
医
療
法
人
財
団

董
仙
会
神
野
正
博
理
事
長
）を

開
催
し
た
。
テ
ー
マ
は「『
地
方

創
生
』の
時
代
！　

新
た
な
地

域
医
療
の
実
現
を
目
指
し
て
─

─
医
療
経
営
士
が
解
決
す
べ
き

課
題
と
担
う
べ
き
役
割
─
─
」。

こ
れ
ま
で
で
最
多
と
な
る
18
人

の
医
療
経
営
士
に
よ
る
演
題
発

表
が
行
わ
れ
、最
優
秀
賞
に
は
、

「
Ｌ
Ｃ
Ｏ（
ロ
ー
コ
ス
ト
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
）に
よ
る
意
識
改

革
と
収
支
改
善
」と
題
し
て
発

表
し
た
Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連
帯

広
厚
生
病
院
事
務
部
事
務
次
長

（
病
院
整
備
担
当
）兼
施
設
課
長

事
務
取
扱
の
髙
玉
敬
洋
氏
が
選

ば
れ
た
。

そ
の
他
、
多
彩
な
ゲ
ス
ト
に

よ
る
講
演
や
対
談
が
行
わ
れ
、

２
日
間
で
延
べ
４
０
０
人
が
参

加
、
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見

せ
た
。

最
後
に
、
次
回
大
会
の
運
営

委
員
長
を
務
め
る
井
出
宏
東
海

支
部
支
部
長
が
閉
会
挨
拶
。「
来

年
は
名
古
屋
に
集
っ
て
い
た
だ

き
、
健
全
な
医
療
経
営
を
行
う

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
話
を
聞
け
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」と
会
場
に
呼

び
か
け
て
幕
を
閉
じ
た
。

http://www.jmp.co.jp/● お問い合わせ先／（株）日本医療企画  〒101-0033  東京都千代田区神田岩本町4-14  神田平成ビル  TEL：03-3256-2862  FAX：03-3256-7499

●関東支社 ☎03-3256-2885  ●関西支社 ☎06-7660-1761  ●九州支社 ☎092-418-2828  ●北信越支社 ☎076-231-7791  ●中部支社 ☎052-209-5451  ●北海道支社 ☎011-223-5126

2015年12月号
（2015年11月20日発売）

詳しくは　介護ビジョン　　検索

わかる・使える・明日が見える

●毎月20日発行
●定価：1,296円（税込）
●定期購読料：15,552円（税込）

特 集  看取りも中重度者対応もうまくいく
医療機関を味方にする１５の方法

人・モノ・カネ・
情報を網羅した
介護経営月刊誌

導入すべきICT
システムはこれだ！

第２特集  

業務効率改善の秘訣苦手意識の払拭 自分たちの強みが何かを理解する／医師に遠慮しない
コミュニケーションの工夫  数字で伝える／ビジュアルで伝える／互いの立場に立った情報発信をする
付き合い方の作法  医師と利用者が話す際の場づくりをする／事実のみを伝える／医師と交われる時間を持つ／
病気になったら連携先の診療を受ける
システム・組織づくり  顔合わせの場をつくる／担当を固定化する／看護師を仲介役にする／診察時に利用者を一
人にしない／多職種の集まりに積極的に参加する／自施設・連携先の職員間の交流を図る

○エ　設問のとおり。生命倫理（バイオエ

シックス）の４原則における無危害原則

についての記述である。ヒポクラテスの

誓いにおいても記載がある。

×オ　生命倫理（バイオエシックス）の４原

則には、自律尊重原則というクライエ

ントの自己決定を尊重する項目がある

が、クライエントが望む援助が、常にク

ライエントにとっての最善の援助とは限

らないことを忘れてはならない。

＜テキスト『介護福祉経営士』の該当ページ>
『基礎編Ⅰ　６巻』p.17～23
※解答・解説は株式会社日本医療企画が作成し

ました。

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
義
務
化
に
向
け
、
事
業
者

と
し
て
の
対
応
を
学
ぶ
参
加
者




